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さ
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」
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い
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式
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す
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お
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て
宗
教
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を
表
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て
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題
意
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っ
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と
い
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る
よ
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理
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向
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ら
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は
、
実
質
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も
と
り
わ
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取
組
み
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、
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よ
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代
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主
義
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は
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れ
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。
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を
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す
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ら
れ
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。
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。
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史
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れ
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れ
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。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
カ
リ
ス
マ
は
 

 
 

 
 

る
と
い
う
意
味
で
少
く
と
も
 

理
 

 
 

（
 
わ
 ）
 

 
 

 
 

メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
次
の
点
に
 

Ⅰ
コ
 
ソ
 

一
 

 
 

 
 

の
方
向
か
ら
 ァ
 プ
ロ
 

 
 

 
 

れ
た
行
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は
、
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的
は
常
に
「
此
岸
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点
か
ら
す
れ
ば
、
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カ
リ
ス
マ
の
観
念
は
現
 

 
 

用
 す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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の
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お
い
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た
意
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あ
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。
 

 
 

 
 

が
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落
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仮
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て
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口
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過
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ら
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な
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わ
れ
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意
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。
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観
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物
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さ
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。
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わ
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な
 

救
 

（
 
父
リ
 

）
 

M
 

 
 

 
 

 
 

れ
は
い
か
な
る
意
味
あ
い
に
お
 

「
予
言
者
」
と
は
、
ウ
ェ
ー
 

（
 
づ
の
 
Ⅱ
の
む
 

ニ
 ピ
 コ
 の
の
の
 
巨
 （
 
い
 
の
 
日
 じ
 

を
 告
知
す
る
点
で
「
呪
術
師
」
 

る
 伝
統
の
勤
め
、
即
ち
「
官
職
 い

 て
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

令
を
告
知
す
る
純
粋
の
「
個
人
力
リ
ス
マ
」
 

（
㏄
）
 

 
 

一
方
で
は
 教
 説
や
命
令
と
い
う
、
内
容
的
啓
示
 

 
 

よ
っ
て
権
威
を
主
張
す
る
点
に
お
い
て
、
 

聖
な
 

（
㏄
）
 

 
 

し
ょ
う
と
す
る
「
祭
司
」
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
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間
の
生
の
自
然
主
義
的
な
 

観
念
的
基
礎
に
な
る
の
で
 あ

り
方
 

（
 
2
 ）
 

あ
る
。
 

  

般 
の 

地 
位 
が 

低下 

し 
て 

 
 

拝
 
の
 す
ロ
 
e
 ゴ
 コ
ロ
目
的
）
の
 

 
 

 
 

な
る
も
の
 "
 、
 即
ち
 人
 

 
 

 
 

い
 概
念
で
は
現
世
外
的
 

際
 、
予
言
者
の
権
威
が
 

そ
れ
自
身
の
権
威
を
も
 

も
の
を
最
も
ラ
デ
ィ
カ
 

ら
 ウ
ェ
ー
バ
ー
は
 、
民
 

と
 至
ら
し
め
る
一
つ
の
 

る
 
「
カ
リ
ス
マ
的
立
 配
 

る
 要
因
と
し
て
の
カ
リ
 

ム
ノ
 
。
 

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
把
握
 

ら
れ
る
要
素
が
自
律
化
 

る
 種
の
「
非
合
理
化
」
、
 

特
に
興
味
深
い
。
こ
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
 

（
 
れ
 ）
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」
と
「
非
合
理
化
」
 

 
 

 
 

同
時
に
、
い
わ
ば
 
非
合
 

 
 

 
 

不
 ル
ギ
ー
と
は
一
号
目
 

に
 

 
 

ほ
 げ
否
定
Ⅱ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
。
 

理
 

 
 

 
 

着
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
 

Ⅰ
Ⅱ
イ
 

ソ
 

 
 

 
 

せ
し
め
、
そ
こ
に
現
世
的
 

価
 

 
 

 
 

の
 視
点
は
常
に
こ
の
 
げ
 
価
値
 

 
 

 
 

よ
り
様
々
な
意
味
を
有
す
る
 

 
 

 
 

を
 指
す
も
の
で
あ
り
、
最
も
 

 
 
 
 

 
 

 
 

抹
 す
る
も
の
と
 
い
 え
よ
 う
 。
 

 
 

一
 
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
 主
義
の
う
ち
に
も
、
ま
さ
 

 
 

 
 

に
み
ら
れ
る
、
あ
の
特
殊
な
 

 
 

 
 

釣
宿
命
と
し
て
生
ず
る
 目
 

Ⅰ
 Ⅰ
Ⅹ
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仕 進 心 と は は 端   
tc  歩 理 し   、 現 も と バ 

｜
は
 、
人
間
行
為
に
 

こ
ろ
で
更
に
、
ウ
ェ
 

ま
た
、
以
上
の
論
述
 

世
的
 価
値
の
追
求
、
 

こ
れ
と
結
合
し
て
 生
 

こ
れ
が
本
来
的
に
は
 

亡
 考
え
ら
れ
て
い
る
 

的
要
因
に
よ
り
阻
害
 

-
 
）
が
条
件
と
し
て
 与
 

（
 
何
 ）
 

お
け
る
伝
統
主
義
）
 

 
 

理
念
 "
 に
 他
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 前
提
と
な
る
、
彼
の
他
面
の
基
本
的
理
解
の
 一
 

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

し
て
合
理
的
知
識
及
び
技
術
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
 

 
 

 
 

 
 

統
 主
義
的
傾
向
と
結
合
し
や
す
い
面
を
も
持
っ
も
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 特
定
の
歴
史
的
状
況
の
下
で
日
常
的
・
経
済
的
利
 

（
的
り
）
 

 
 

 
 

間
 そ
の
も
の
の
要
求
Ⅱ
 

 
 

 
 

係
を
持
た
な
く
な
っ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
 

 
 

 
 

よ
 う
 に
理
解
さ
れ
る
べ
 

 
 

 
 

る
よ
う
な
状
況
を
産
み
 

 
 

 
 

 
 

え
た
（
そ
の
意
味
で
非
合
理
的
な
）
「
究
極
的
目
的
」
、
 
「
究
極
的
意
味
」
そ
れ
 

 
 

 
 

イ
ッ
ト
の
い
う
よ
う
な
 

 
 

 
 

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ウ
ェ
 

（
 
5
 ）
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壁
を
内
面
か
ら
突
破
し
 

 
 

 
 

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
契
機
は
実
際
に
げ
現
世
否
定
打
 

の
 エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ま
で
 

 
 

 
 

方
 を
も
同
時
に
徹
底
的
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
始
め
て
、
 
そ
 

（
 
竹
 ）
 

の
 徹
底
し
た
実
践
的
帰
結
に
至
り
つ
る
の
で
あ
る
。
 

性
 

び
 

結
 

理
 

ム
 

ト
ト
 

Ⅰ
 1
 

Ⅰ
コ
 

ソ
 

 
 

 
 

 
 

端
 、
即
ち
そ
の
理
念
的
契
機
 

 
 

 
 

問
題
を
こ
の
レ
ベ
ル
に
限
定
 

 
 
 
 

 
 

体
 と
し
て
歴
史
変
革
の
実
践
 

け
 

 
 

 
 

の
は
、
そ
れ
が
単
な
る
抽
象
 

 
 
 
 

 
 

 
 

何
へ
韻
 。
 
注
 ）
を
指
し
示
す
 

 
 

 
 

、
知
識
人
に
お
い
て
は
内
面
 

 
 

 
 

害
 関
心
と
接
触
す
る
場
面
に
 

 
 

一
 お
い
て
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

の
お
 
）
の
「
力
学
」
（
口
ロ
 

コ
 N
.
 

（
 
竹
 ）
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に
よ
る
歴
史
変
革
の
 

 
 

 
 

。
更
に
ま
た
、
こ
の
よ
 

 
 

 
 

手
段
の
転
倒
を
通
じ
て
 

 
 

 
 

値
 づ
け
の
正
当
化
の
機
 

 
 

 
 

ね
 め
て
興
味
深
い
局
面
 

 
 

稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
 

註
 

 
 

 
 

る
 研
究
発
表
（
宗
教
と
 

 
 

、
 更
に
検
討
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

～
～
 
雨
ト
 *
h
 
め
 &
 ～
 
ぬ
寅
ぬ
悪
 
「
 

 
 

 
 

0
%
 
Ⅰ
 ト
 ダ
ダ
 ト
 ロ
ロ
：
 

 
 

 
 

と
 略
記
）
 

 
 

 
 

の
 
（
・
 ド
オ
め
め
 
。
 
乳
え
 。
 
憶
 Ⅰ
 

0
 
㌔
 わ
雨
 
悪
心
～
 
0
 Ⅹ
，
 宙
笘
 
コ
組
 ヴ
 Ⅱ
 め
 Ⅰ
 ダ
 Ⅰ
生
日
付
 
は
 。
 
オ
 0
 由
 ，
 ト
の
 
の
 か
 

 
 

 
 

0
 頁
 ）
、
 同
 
「
宗
教
 改
 

 
 

 
 

全
学
と
経
済
社
会
 
 
 

 
 

の
 状
態
（
苦
難
あ
る
い
 

 
  

 

 
 

 
 

値
 、
即
ち
宗
教
理
念
を
 

 
 

 
 

 
 

よ
っ
て
 、
 例
え
ば
「
 思
 

ひ
 

（
 
町
 ）
 

 
 

求
 と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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前
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る
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題
を
参
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ヱ
一
バ
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会
科
学
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論
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お
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て
重
要
な
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｜
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教
社
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文
庫
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一
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内
田
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前
掲
喜
一
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頁
以
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等
参
照
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（
Ⅱ
）
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の
・
 

ロ
 
・
の
の
・
）
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掲
書
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註
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参
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（
 
M
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オ
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・
Ⅱ
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n
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目
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ロ
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の
・
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p
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１
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に
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よ
 う
 に
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い
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訳
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は
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0
 

（
 
U
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n
h
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ミ
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ニ
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・
）
 

N
 
h
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・
 
ト
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曲
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 n
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r
,
 
の
 ・
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一
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組
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ミ
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H
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コ
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の
さ
Ⅰ
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さ
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㏄
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鮭
 介
申
浮
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Ⅰ
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の
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Ⅱ
 

 
 

 
 

（
一
八
 セ
セ
年
 ）
 以
 

 
 

 
 

る
 。
「
オ
レ
ン
ダ
」
 

 
 

 
 

ら
れ
た
語
で
あ
る
 

 
 

 
 

Ⅰ
・
～
 
甲
 ～
 
憶
 ：
 せ
 0
 ）
 

辞
 
㌧
・
 
ウ
 印
の
卜
，
 0
 ぺ
 
0
 
コ
 隼
 ひ
と
 

）
 力
 ・
の
・
 

ゲ
の
 ・
の
）
 

申
 、
中
呂
 ヲ
 
・
 
H
 

 
 

 
 

パ
ウ
ロ
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
「
カ
リ
 

 
 

 
 

る
 意
味
に
つ
い
て
 

 
 

安
藤
英
治
日
マ
ッ
ク
ス
・
 
ウ
ヱ
一
 バ
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究
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セ
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頁
、
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 ㏄
参
照
、
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、
 

 
 

 
 

ミ
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：
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ト
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１
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へ
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 毛
 ・
 
E
 戸
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づ
 
（
 

 
 

重
要
性
に
関
し
て
は
、
安
藤
英
治
、
前
掲
善
所
収
の
論
文
「
 マ
ッ
ク
ス
・
 ウ
ヱ
｜
 

 
 

参
照
。
 

 
 

 
 

の
 ・
 
ひ
ト
 
0
,
 
や
コ
ヨ
 
・
 ト
 

 
 

 
 

、
そ
れ
ら
が
な
お
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一
貫
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い
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の
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あ
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と
思
わ
れ
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。
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㎝
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Ⅰ
 
潮
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q
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い
て
あ
る
種
の
「
 非
 ム
ロ
理
化
」
Ⅱ
価
値
 

う
 な
観
点
に
立
つ
の
で
な
け
れ
ば
、
 
ウ
 

で
あ
る
。
 

（
㏄
）
 ゑ
 ・
 
力
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曲
 

（
 
W
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轄
臼
ひ
邑
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禁欲 

的 
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義 
的 
  
  
  
  
  
  

  

 
 

し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
 
0
 こ
の
よ
 

 
 

の
 内
容
を
把
握
し
得
な
い
と
考
え
る
か
ら
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ぅ
 事
が
、
ま
ず
最
も
重
要
な
 

 
 

 
 

て
卜
廿
 

る
と
は
舌
口
え
な
 

ハ
ト
も
ハ
リ
 

25 

  識の因子分析的 

中 こ 
で の 一 

私的 " 目方 " 
は に 広 
本 と く 

稿 っ 数 
に て 多 
於 、 ぃ 
て 質 デ 

１タ 
そ 法 l 

め が を 
限 " と   
承 で そ 
知 は れ 
の 、 を 
上 や 数 
で は 量 
" り 的 

質 最 に 
間 も 処 
紙 大 理 
法 き し 
に な て 
よ 有 待 
る 効 く 

  
え 事 托 

  
ないと思う。研究の重要 
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  研究 

 
 

 
 

 
 

調
査
で
あ
っ
た
。
 
質
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
 

 
 

 
 

に
は
、
全
く
無
意
味
な
 

 
 

 
 

で
あ
る
が
、
宗
教
意
識
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゴ
 
"
 
二
 
Ⅰ
Ⅰ
 
Ⅰ
Ⅹ
 

家
塚
高
 



 
 

 
 

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

な
 意
図
に
よ
る
試
み
の
 

 
 

 
 

ぅ
か
 。
昭
和
四
十
五
 

 
 

 
 

我
意
識
」
に
つ
い
て
の
 

 
 

 
 

宗
教
学
会
第
三
十
回
 学
 

 
 

 
 

、
そ
の
メ
ン
バ
ー
 と
し
 

 
 

 
 

法
は
態
度
測
定
の
理
 

 
 

 
 

、
で
き
る
だ
け
抵
抗
感
 

 
 

 
 

な
い
も
の
で
あ
る
事
が
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表 5 第 

1. 神や仏にたよれば 試験に受かったり ， 

お金がもうかったりするようなよいこと 

がおこる。 

2. 迷っている時は ，おみくじや 占いなど 

にたよる。 

3. いざというときに ，おまじないをすれ 

ばうまくゆく。 

4. いると，何か 高い山に登ったり 神々しいものにふれて - ・ ， ご ， 奥深い木立ちの 中に 心が 

清められるような 気がする。 
5. 人間は神によって 造られ， 神 C よって 

生かされている。 

    人間を造った 神の教えにたよるより 

も， 仏のさとりをめざして 生きたい。 

    たえず私たちを < ょ @ 見守ってくれている 祖 

先 をぅ やまい供養することは 大事な事で 

あ る。 

8. 人事をづくした 上で神や仏にいの ると 

いうことは尊いことであ る。 

9. 死によってすべてが 終るのではなく ， 

肉体は死んでもたましいはほろびない。 

10 ・教会やお手の 行事や儀式に 参加すると 

強い感動をうける。 

11. 神や仏は目には 見えないが，実際に 存 

在する。 

12. 科学が進歩しても 神や仏に対する 信仰 

はなくならない。 

13. この与えられたかけがえのないいのち 

を ，せいいっぱい 生きたい。 

14. 人間は神や仏のめぐみによって 救われ 

なければならない 罪のふかいものであ る 
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表 7 第 二 部 
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求
さ
れ
 

 
 

 
 

間
像
 に
墓
 礎
 を
お
く
 個
 

 
 

 
 

み
と
る
こ
と
が
可
能
で
 

 
 

 
 

の
 宗
教
性
に
答
え
得
る
 

 
 

 
 

 
 

越
性
を
 
「
虚
構
」
で
あ
 

（
 
）
Ⅰ
Ⅰ
 

0
 

 
 

 
 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
 
ス
 の
 詩
 

 
 

 
 

り
、
 他
の
何
も
の
で
も
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

あ
る
 @
 
Ⅰ
と
い
う
彼
の
二
年
 
ロ
 

 
 

 
 

ま
で
「
・
虚
構
」
で
あ
る
 

 
 

 
 

現
代
的
人
間
の
お
か
れ
 

 
 

 
 

し
 、
そ
の
中
で
象
徴
の
 

 
 

 
 

お
い
て
「
信
仰
の
危
険
 

（
 
仙
り
 
）
 

 
 

れ
は
そ
こ
に
見
る
の
で
あ
る
。
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  ・ ベフ 一における宗教理論の 展開 

点 点 面 体 て 
彼 で で を   

と こ マ 経 度 さ マ 主 
、 こ い と の 文 仁 ら 目 妻 と 

  
ね   、 か Ⅰ 化 た だ え の 景 る し 新 Ⅰ で 
ま ｜ 趨 い し ち " 

個   
人 、 摘 酌 国 開 す あ の 」 ひ 既 っ 化 
酌 被 し 展 で に 公 と の て 」 
領 が て 開 は 関   

域 市 お に な し 

に属 

民 こ お く て 
寒 教 うい、 。 て最 は 

す 
る に こ そ も 一 
個 こ おけ で の 転 「 現人 九 人 

的   る 注 換 代 セ 
河 。 

敬信条 

を た も な 表 

と 
並 的 は べ ノ ア 
ん に " き リ メ 

で 譜 第 位 カ リ そ な た 主 
る 一 匿 め カ の 的 

大 「 
よ に を 間 に 

多   
数 そ が て 主 る 

の れ 価 ぃ 要 市 
ア 
  

@ 複 う 

カ   
人 る ィと よ し も 亡 

が シ よ う て 遡 

仝（ + 何 ，め りはンボ り 、 が、 語 
す リ 象 こ れ こ 

る   
あ そ 金 親 こ ッ 

る の 共 ね め セ 
客 も 性 れ エ イ 

観 の に た ッ の 
的   

志向 

て で の 信 代 行 の セ   
の た た 局 白 め 

い あ テ E-,  の に テ ィ 
る る l の 敬 、 l の 
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（
 
）
Ⅰ
Ⅰ
 

3
 

 
 

 
 

、
今
な
お
 

 
 

 
 

は
 、
一
連
 

（
Ⅱ
 

u
 ）
 

 
 

「
ア
メ
リ
カ
の
市
民
宗
教
し
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

し
て
の
 

 
 

 
 

で
い
か
に
 

 
 

 
 

徴
 体
系
は
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

、
よ
き
 

 
 

 
 

会
 全
体
の
 

 
 

 
 

教
が
 提
唱
 

 
 

 
 

と
し
て
の
 

 
 

い
る
。
 

 
 

 
 

れ
を
、
 

 
 

 
 

、
 従
っ
て
 

 
 

 
 

北
 戦
争
の
 

 
 

 
 

る
 国
家
的
 

 
 

人
間
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
 

 
 

う
 観
点
か
ら
捉
え
る
な
ら
、
従
来
の
彼
の
主
張
に
は
、
 無
論
 一
 

紀 @ 

自   力 て 密 あ 
由 返 続 で な 

も げ で 
社 い 接 る つ ら あ 

の   

信 政 

  
家 領 
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が
 
結
局
は
社
会
集
団
 

全
 

 
 

  

。
と
こ
ろ
が
、
最
も
 

  

  

つ
き
崩
し
た
。
個
人
的
 

  

  

キ
リ
ス
ト
の
福
音
と
国
 

 
 

 
 

 
 

卓
 

 
 

理
 

 
 

  

  

ぞ
れ
が
、
彼
が
ア
 

イ
 
デ
ン
テ
 

  

  

ユ
 
ー
マ
ニ
ス
ト
」
の
姿
に
極
 

  

  

拝
 
せ
 
1
.
 

ぺ
 
0
 
岸
 
こ
す
が
 

臣
 
Ⅰ
 0
 
Ⅰ
 
ず
ず
，
 

ロ
 
/
 

  

 
 

い
 
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
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っ 上 進 そ そ 
て つ 得 の の 「 る 
よ 立 し 点 こ ア       

を い ィ カ け 
明 う 似 面 る 

新 規 後 辰 市 異宗 に対 美的 の彼 宗教   
し を 調 ら で 
て 内 は か 展 
ゆ 在 、 の 開 
こ さ 一 貫 さ 
ぅ せ 貢 献 れ 
と て し を て 
す い て な い 
る る " そ る 
点、 。 文 う 論 
tc  さ 化 と 調 

した こ ，，、 拘泥らに、 カ 

の 、 乱 も 分 
ェ 従 と の 析 
  ソ 来 し で 的 

セ め て あ と 

捉 る い 
ィ 以客えこ，つ 「 
後 観 ら と よ 
の 的 れ は り 

彼 」 る 一 は 
の 立 命 読 遥 
ゆ 湯 口 し か 
き に の て に 
五 地 情 現 価 
の べ 呪 ら 値 
一 て の か 評 
端 、 中 で 価 
が め で あ 的     

れ 自 に と り て 分 と 借 後 鉄 
て ら 「 廣 、   
い か 統 わ む   
6 枚 合 れ し 」 を と な ガ 封 

の 完 を ら ン 程 
とっ」る いてを。 る 、 で 今 橋 、 ジ 距 
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底 値 
と の さ 
い 個 て 
う 人   
現 化 一 
代 、 定 
大 寒 の 
に 教 祖 
課 の 点   
れ 化 め 
た は る 
課 、 な 

  
何 化 の 
ら の い 
軽 一 ，つ   
れ 映 化 
る し 」 
こ 出 あ 
と し る 
は て い 
な い は 

いる「 。 。 進 

た そ 化 
だ の 」 

  
こ で 然 
ぅ は 客 
し 、 観 
た 堅 約 
個 と 事 
入 浴 実 
ィヒ と と 

が の し 
単 さ て 
に ら 存 
値 な 在 

  
、 こ 通化 」 イ ヒ 力 一 

あ の   

る 徹 価 



 
 

 
 

化
」
観
が
暗
黙
の
内
に
 

 
 

に
 確
認
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
彼
は
 

、
 象
徴
の
個
人
化
と
共
に
 

 
 

 
 

宗
教
の
象
徴
を
ひ
と
っ
 

 
 

 
 

問
題
へ
の
注
目
は
 
、
当
 

 
 

 
 

か
せ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

近
代
的
主
体
の
誕
生
 

 
 

 
 

「
分
化
」
そ
の
も
の
と
 

 
 

 
 

概
念
の
増
殖
と
い
っ
た
 

 
 

、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
日
常
世
界
の
多
層
性
を
払
拭
 

し
、
 抽
象
化
さ
れ
得
な
い
 
せ
 

 
 

い
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

で
 ア
メ
リ
カ
市
民
宗
教
に
お
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
イ
ス
ラ
エ
ル
し
と
い
っ
た
表
現
に
も
あ
る
よ
う
に
、
 

爾
来
こ
う
し
た
テ
ー
マ
は
 
市
 

を
 語
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
 

な
 契
機
と
な
っ
て
き
た
。
 
独
 

て
 語
ら
れ
る
。
す
な
 
ね
 ち
、
 

で
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
 
選
 

 
  

 

 
 

え
て
ゆ
く
中
か
ら
、
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で
 初
め
て
、
「
死
と
 犠
 

 
 

 
 

イ
エ
ス
の
位
置
を
与
え
 

 
 

 
 

に
 加
え
、
メ
モ
リ
ア
 

 
 

 
 

れ
を
支
え
る
重
要
な
文
 

 
 

と
も
語
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

・
放
浪
・
帰
還
」
 あ
 

 
 

 
 

る
 0
 そ
し
て
こ
こ
に
 掲
 

 
 

 
 

原
型
を
与
え
て
い
る
と
 

 
 

 
 

味
を
担
っ
て
い
る
象
徴
 
 
 

 
 

は
 見
ら
れ
な
い
新
し
い
 

 
 

ろ
 う
か
 。
 

 
 

 
 

い
る
試
み
の
ひ
と
っ
 

 
 

 
 

教
 と
進
歩
」
（
 、
ん
 
0
 ）
 
仔
 p
o
 
コ
 

 
 

 
 

故
に
、
「
 死
 ・
 チ
 ・
苦
難
 

（
 
舛
 ）
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
 

 
 

 
 

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
 

 
 

 
 

ル
 で
は
捉
え
ら
れ
な
い
 

 
 

 
 

と
い
っ
た
も
の
の
役
割
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  ・ べラ 一における 

の
で
あ
る
。
 

 
 

ス
ン
ズ
 
（
 
円
曲
汀
 
0
 臣
 ㌧
㏄
（
の
 

0
 目
の
）
 

 
 

た
 。
そ
こ
に
描
か
れ
る
人
間
は
 、
 

 
 

価
値
志
向
を
も
ち
な
が
ら
、
手
段
 

 
 

の
 「
意
味
の
問
題
」
に
関
連
し
 
、
 

 
 

な
ぜ
あ
れ
と
か
こ
れ
と
か
で
な
く
 ァ
 に

お
い
て
も
、
社
会
体
系
 

単
に
制
度
化
さ
れ
た
価
値
 

１
目
的
連
関
を
合
理
的
に
 

「
こ
こ
で
の
「
意
味
」
と
 

」
は
な
ら
な
い
か
を
知
ろ
う
 

の
 構
成
要
素
と
し
 

に
従
う
だ
け
で
な
 

「
意
味
づ
け
」
て
の
 

 
 

い
う
語
は
い
く
ら
 

 
 

と
す
る
人
間
の
側
 
6
 

 
 

論
が
巳
 
p
 
 
毛
 Ⅱ
何
 
%
 （
 

理
 

嫡
の
仮
定
も
、
こ
れ
 

旨
レ
 
p
p
 

の
）
 

を
 拒
否
・
 が

 指
摘
す
る
よ
 う
 

し
て
い
る
。
か
れ
は
 

悔
 「
 ウ
て
 バ
ー
は
か
れ
 

意
味
の
理
解
と
解
釈
と
を
、
 

の
方
法
論
的
な
著
作
に
お
い
て
、
 

行
動
者
の
主
観
的
な
意
図
の
み
 

い
 か
な
 

に
 限
定
・
 し る 

「
客
観
的
意
味
 

L
 

ム
う
と
欲
し
た
」
（
 

6
 
2
 ）
 

展開  
 

 
 

し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
 

 
 

 
 

 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

べ
 ラ
ー
に
お
け
る
「
意
味
し
の
問
題
を
理
解
す
る
 第
 

 
 

 
 

 
 

評
価
、
人
間
の
意
識
を
 

 
 

え
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

目
は
 、
あ
る
意
味
で
、
 
べ
 

 
 

無
意
識
あ
る
い
は
シ
ス
 

 
 

の
も
の
の
基
盤
さ
え
 危
ぅ
 

 
 

題
 に
立
ち
帰
っ
て
み
な
け
 

 
 

。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
 

 
 

 
 

の
 理
解
を
通
し
て
社
会
的
 

 
 

ミ
ル
ズ
（
 ヱ
 ，
 
叫
 ・
の
安
安
 



（
 
抑
 ）
 

の
 願
望
に
関
連
し
て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
 

 
 

ン
ズ
 に
お
け
る
「
意
味
」
理
解
を
考
え
て
み
る
な
ら
、
 両
者
と
も
、
行
為
者
 

 
 

 
 

を
 選
択
し
 、
 常
に
決
断
 

 
 

 
 

は
 、
こ
う
し
た
人
間
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ベ
ル
で
捉
え
ら
れ
て
 

 
 

 
 

に
 従
え
ば
、
「
意
味
」
 

 
 

 
 

た
、
 極
め
て
実
存
主
義
 

的
な
主
体
の
姿
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

の
 進
化
と
は
、
従
っ
 

 
 

 
 

性
の
不
安
し
と
は
、
 つ
 

 
 

 
 

い
と
い
う
象
徴
自
体
の
 

 
 

 
 

に
 立
っ
て
、
あ
る
い
は
、
 

 
 

 
 

な
が
ら
個
人
と
し
て
の
 

 
 

が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

根
底
か
ら
く
 っ
 が
え
 

 
 

 
 

る
 力
を
あ
ば
き
出
し
、
 

 
 

に
 疑
い
 る
 投
げ
か
け
た
か
ら
で
あ
る
。
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悦
大
と
評
価
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
 

け
 彼
の
新
し
い
テ
ー
マ
が
展
開
さ
れ
 

 
 

ゼ
す
 な
 ね
 ち
、
個
人
主
義
が
、
従
 

い
枠
 

な
精
神
の
独
立
を
唱
え
る
単
純
ル
 

拡
大
し
て
き
た
が
、
逆
に
そ
れ
の
意
識
に
捉
え
ら
れ
る
世
界
。
 

を
 

概
 

 
 

し
を
拡
大
し
て
き
た
が
、
逆
に
そ
れ
 

 
 

念 は な 来 て 自 

化 、 ヒ よ い 律 
し 人 ュ り る 的 
得 間 l 一 の 個 
る 0 ％ 層 だ 入 
合 意 二 深 と が 
理 識 ズ い い   

的 に ム レ っ よ 
世 は の べ て り 

界 捉 基 か も 多 
の え 盤 で か 様 
み き は 捉 ま な 
を れ す ぇ わ 実 
一 な で 直 な 在 
切 り に さ い を   は 有意大な け ころ 的 
味 領 る れ   
的 域 失 は べ 
案 が っ な ノしノ 

{C   ひ 
考 こ 如 い き 
え と 識 の あ 
る る の は げ 
は ね 拡 確 て 

ゆ   @ 

べ れ ま あ 作 
う に す る 業 
l 教 ま 。 の 
の え す そ ひ 
い て 意 の と 
う い 誠 意 つ 

と 
し   て 

土 間 界 純 
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宗教理論の展開 

 
 

市
民
 

 
 

。
市
民
 

（
 
羽
 ）
 

 
 

で
あ
り
 

 
 

日
常
生
 

 
 

問
題
に
し
 

 
 

と
い
え
 

 
 

に
あ
 

 
 

。
そ
う
 

 
 

し
た
い
 

 
 

な
し
て
い
 

 
 

何
も
の
か
 

（
 
四
 ）
 

 
 

る
の
で
 

 
 

確
か
に
彼
の
 

 
 

よ
う
な
深
く
根
 

 
 

 
 

味
 」
を
形
成
し
 

 
 

む
、
 自
ら
の
 公
 

 
 

配
し
切
れ
な
 

る
 だ
ろ
う
。
 

 
 

な
ら
、
そ
れ
も
 

 
 

ね
 た
 べ
ラ
 ・
 

 
 

自
由
主
義
的
・
 

 
 

個
人
主
義
と
自
 

 
 

と
す
る
い
か
な
 

 
 

す
る
視
野
の
拡
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れ 
ま 
で 
見 
て 

き 
ナ 。 Ⅰ 

孝 五 

こ、 ｜ 

「 
ア 
  

@ 

カ 
@ 
お 
け 
る 

市 

民め 

小軋笘 

」 

ま ｜ 

べ 

ラ 

  

の 

，ぃ 田 
想、 
的 
展 
開 
の 

上 
で 

重 
要 
ナ よ @ 

転機 

と 

北 よ @ 
  

て 

し Ⅰ 

  
  
語 リ リ 客 し い な と に 献 そ な 到 ま 」 
っ カ カ 観 始 て い 底 意 す れ こ 底 と と 

て 市 の 的 め 、 限 大 味 る を と 不 う い 

  
に 超 も 証 と 宗 わ が と い の た て と 招 

思 ゎ的た 、 越 まし " 述教れ明っ べは にちて生ひ 。 はともつく え " で に 
れ 解 " 意 て " は か ゆ 体 と " 逆 る 違 
る 釈 ア 調 い 自 常 に く 験 つ 主 に る い 

。 の メ 的 た 己 に な か の の 体 そ 。 な 
司 り 「 。 白 河 っ は 中 意 の れ と い 
能 力 意 仮 身 ら た 、 で 識 昔 を こ   

仕 人 味 が の か と 終 生 で 後 、 ろ こ 

  
し あ 層 の 、 定、 人 る れ 再 を る の 主 
て る 確 輪 目 が 間 。 ば 把 威 容 問 と 

の 家 国 え 己 課 が 従 な 握 り 観 題 し 

シ 徴 と ら 目 せ 自 つ ら は 立 主 を て 

  
ズ 無 の る 合 い に 間 間 当 新 形 主 概 
ム 視 に 象 に 6 対 の に の し 式 観 念 
と し す 徴 責 は す 意 と 意 い の 主 の 

  展開 得さこの こな ｜ 明確 。ろう る 希 と 界の 自ら 佐に 次元 還元 意識 

ェ れ る 化 と べ 望 何 の と が し の さ 

ッ 得 だ す す う の と 行 っ 明 て 領 れ 
セ な ろ る る l す 狭 為 て ら し 域 て きた の ィ し こと、 O う。人間 １ ま「 べて く、 のひ は自 ヵー 、こ まう にと 

  
っ こ 意 、 け 的 棄 識 ひ 自 た も て 化 
の と 味 逆 に 進 し の と 己 と ま お 」 



ロバート           一における宗教理論の 展開  
 

 
 

ぃ
 。
す
な
 む
 ち
、
「
 分
 

 
 

 
 

越
 的
な
象
徴
解
釈
の
確
 

 
 

 
 

き
た
、
無
意
識
的
力
 め
 

 
 

 
 

、
前
節
で
も
述
べ
た
 通
 

 
 

 
 

宗
教
本
来
の
 力
 を
失
っ
 

 
 

 
 

、
そ
こ
に
は
、
「
至
福
 

 
 

は
 ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
登
場
す
る
だ
け
だ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

象
徴
つ
ま
り
、
 

 
 

 
 

と
も
非
神
話
化
さ
れ
た
 

 
 

 
 

ら
そ
れ
は
、
「
精
神
が
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
 意
 

 
 

 
 

す
る
の
に
貢
献
す
る
に
 

違
い
な
い
。
 

 
 

 
 

・
）
に
収
め
ら
れ
た
 

 
 

 
 

歴
史
と
方
法
を
体
系
 づ
 

 
 

 
 

分
を
超
え
た
広
い
視
野
 

 
 

 
 

心
的
で
、
他
に
還
元
で
 

 
 

 
 

客
観
主
義
、
観
念
論
と
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に
 寄
せ
ら
れ
た
批
判
に
 

 
 

 
 

す
る
た
め
で
、
「
理
性
の
 

 
 

 
 

あ
る
意
味
で
は
、
征
服
 

 
 

 
 

的
 思
考
や
狂
気
の
排
除
 

 
 

 
 

み
で
あ
る
」
（
 "
 い
 。
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（
 
鍋
 ）
 

口
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 隼
ゼ
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ト
 の
の
 

o
,
b
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㎏
 り
怪
 
）
。
」
 

 
 

 
 

て
い
る
。
そ
し
て
そ
 

 
 

 
 

、
意
識
と
無
意
識
と
の
 

統
合
と
い
う
課
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
と
っ
 
ア
 
し
か
り
「
 
丑
薫
ゅ
 

 
 

 
 

慮
 さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 

 
 

 
 

ら
 、
表
現
の
場
を
与
え
 

 
 

 
 

イ
ト
 の
「
昇
華
」
と
 

 
 

 
 

超
越
性
が
問
わ
れ
な
け
 
 
 

 
 

在
 主
義
」
と
呼
び
、
 あ
 
㏄
 

 
 

 
 

値
 、
希
望
を
表
現
し
、
 

 
 

 
 

統
合
し
、
そ
の
全
体
の
㏄
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し
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せ
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ァ
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Ⅰ
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ス
 に
つ
い
て
の
物
語
 

 
 

 
 

ウ
ロ
 」
の
関
係
に
つ
い
 

 
 

 
 

つ
い
て
の
物
語
伝
承
を
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

ン
ト
 の
背
景
に
存
在
し
 

 
 

 
 

も
 
吏
の
ぎ
の
 
ホ
セ
も
 

も
と
し
 

 
 

 
 

コ
 福
音
書
 や
ョ
 ハ
不
 福
 

 
 

 
 

す
る
ひ
と
つ
の
批
判
な
 

 
 

 
 

ロ
ニ
 ケ
四
仏
に
お
け
る
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
も
、
 ロ
 ㍉
 毛
 

 
 

 
 

イ
エ
ス
の
語
録
伝
承
の
 

（
 
4
 ）
 

 
 

 
 

ゼ
を
 補
強
す
る
形
で
、
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主
日
 

野 

太 

潮
 

 
 

び
 
Ⅰ
  
 

ほ
 つ
い
て
 



 
 

 
 

す
と
お
り
、
眠
っ
た
 

 
 

 
 

。
そ
の
悲
し
み
の
具
体
 

 
 

 
 

な
 教
会
の
状
況
に
向
 っ
 
 
 

 
 

葉
 に
限
定
を
加
え
て
 ぃ
 

 
 

 
 

す
る
段
落
を
し
め
く
く
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
 

 
 

 
 

ロ
 は
や
は
り
笛
オ
 エ
コ
リ
 

 
 

て
い
る
仕
方
に
対
し
て
批
判
的
に
筆
を
進
め
て
い
る
、
 

と
の
説
を
展
開
し
て
 ぃ
 

 
 

 
 

エ
 ス
の
語
録
伝
承
の
前
 

 
 

 
 

入
る
余
裕
は
な
く
、
 
ま
 

 
 

 
 

争
 的
な
文
脈
は
見
出
さ
 

 
 

 
 

に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の
 書
 
 
 

 
 

り
き
叉
 o
c
 
、
以
下
 ン
ぁ
 

 
 

 
 

、
ど
う
展
開
し
て
い
る
 

 
 

 
 

ゎ
 ・
 
R
.
 の
投
入
を
促
し
 

 
 

 
 

て
 考
察
し
て
い
き
た
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リ
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、
し
か
し
「
眠
っ
た
者
」
 

75 

（
は
）
 

 
 

と
 考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
を
「
教
会
一
般
」
 

  

 
 

 
 

 
 

し
て
い
る
こ
と
の
ゆ
え
 

75) 

 
 

 
 

法
 が
こ
こ
に
集
中
 

 
 

 
 

る
こ
と
は
明
ら
か
 

ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

、
い
っ
た
い
 パ
 

 
 

 
 

ま
り
も
し
も
 聴
み
 

 
 

 
 

し
て
そ
れ
は
誤
っ
 

 
 

 
 

か
ら
し
て
そ
ん
な
 

 
 

 
 

数
 に
お
け
る
切
迫
 し は て の ウ で し 
た ず い 中 口 あ て 

（
 
皿
 ）
 

 
 

6
 目
 ふ
り
 
の
へ
て
，
 

濤
 S
%
 
ム
 せ
が
 か
り
 

み
 る
 。
 
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
 b
.
R
 

 
 

 
 

よ
っ
て
彼
ら
を
慰
め
よ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
く
の
パ
ウ
ロ
に
は
 稀
 

 
 

 
 

し
て
は
、
 幕
ミ
ム
 
の
（
 

甘
ミ
ト
 

・
 

 
 

 
 

し
て
 
簸
 Ⅰ
 災
 き
て
（
五
皿
 

 
 

 
 

て
卜
吋
 

Ⅱ
曳
き
 
ミ
 
（
Ⅱ
 
節
 こ
レ
し
 

Ⅰ
   



 
 

 
 

ロ
ギ
 オ
ン
は
な
い
と
い
 

 
 

 
 

思
想
を
持
っ
第
二
の
 

 
 

 
 

の
 伝
承
が
ど
こ
に
も
な
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
 托
節
 の
 策
 

 
 

 
 

め
の
も
の
で
あ
る
、
 
そ
 

（
 
め
 
@
 ）
 

 
 

 
 

る
 必
要
は
な
い
、
と
し
 

 
 

 
 

る
 文
章
が
根
拠
を
示
す
 

 
 

 
 

あ
る
し
、
さ
ら
に
も
し
 

 
 

 
 

で
 生
残
る
者
と
の
間
の
 

 
 

 
 

や
は
り
 
自
 ぃ
ロ
央
の
は
こ
 

 
 

 
 

ル
 が
な
い
と
い
う
事
実
 

 
 

 
 

と
こ
ろ
で
 叫
 l
 
戸
 

 
 

 
 

た
 言
い
方
が
で
き
た
と
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
こ
 

 
 

 
 

状
況
の
変
化
に
も
か
か
 

 
 

 
 

に
 自
分
を
含
め
、
彼
も
 
6
 

 
 

 
 

 
 

訳
者
の
意
図
を
こ
こ
に
 

 
 

 
 

状
況
に
即
応
し
て
パ
 ラ
め
 
G
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ム
 
・
わ
の
一
部
と
し
て
 

 
 

 
 

「
死
者
は
生
者
に
遅
れ
 
 
 

 
 

ば
の
中
の
用
語
を
 パ
ゥ
 

 
 

で
あ
る
（
後
述
参
照
）
。
 

 
 

 
 

考
え
う
る
言
い
方
も
 

 
 

 
 

ず
 問
題
に
な
る
の
は
 冒
 

 
 

 
 

か
ら
彼
の
加
筆
だ
と
も
 

（
 
収
 
@
 
）
 

 
 

 
 

の
 Ⅰ
の
 
ヨ
ぎ
 の
が
主
張
す
る
 

 
 

 
 

た
 
と
の
説
で
あ
る
。
 

，
 
：
（
 9
 
）
Ⅰ
 

 
 

 
 

よ
り
も
こ
の
「
 主
 」
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て  
 

 
 

に
 集
中
し
て
い
る
と
す
 

 
 

 
 

ぅ
 し
て
わ
れ
わ
れ
は
 
騰
 

 
 

 
 

彼
自
身
の
こ
と
は
で
も
 

 
 

 
 

言
葉
に
お
い
て
」
語
ら
 

 
 

 
 

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
 

 
 

 
 

解
 の
一
端
を
示
し
て
 
ぃ
 

 
 

 
 

い
 万
に
つ
い
て
の
 叫
 

 
 

 
 

出
さ
れ
た
パ
ウ
ロ
に
 
稀
 



め 0 6 

 
 

 
 

と
し
て
元
来
の
 ゎ
 ・
 
h
 

 
 

 
 

心
 で
あ
る
と
す
る
た
 

 
 

 
 

、
そ
の
結
果
彼
が
削
 

（
 
お
 ）
 

 
 

 
 

に
 見
ら
れ
る
の
み
で
あ
 

や
、
 驚
 

は
な
く
 

さ
ら
に
 

が
 、
そ
 

挿
入
と
 

 
 

 
 

置
は
 、
全
体
で
 

 
 

方
が
よ
い
こ
と
な
ど
が
反
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
 目
付
Ⅰ
Ⅹ
の
の
 

コ
 は
 

 
 

 
 

い
よ
う
で
あ
る
 

 
 

む
 ㌢
 m
 
（
Ⅱ
 
漠
 以
下
り
 芭
セ
 
Ⅱ
の
り
ま
で
は
よ
い
と
し
て
も
、
 
そ
れ
以
下
を
も
 

 
 

 
 

方
が
よ
い
こ
と
 

（
 
袖
 ）
 

え
に
傾
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
、
  
 

る
と
い
う
非
パ
ウ
ロ
的
用
法
 

（
 
羽
 ）
 

 
 

 
 

い
ま
わ
し
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

+
 
Ⅱ
 ゎ
ぎ
ミ
 の
定
ま
っ
 

 
 

 
 

と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
 

 
 

 
 

し
れ
な
い
と
譲
歩
し
 

 
 

 
 

ウ
ロ
の
挿
入
と
す
る
 考 つ こ た ま 

 
 

い
う
点
で
古
く
か
ら
再
臨
と
結
合
し
て
語
ら
れ
て
い
 
た
 「
マ
ラ
 ナ
 ・
 タ
 （
 
主
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゎ
へ
 の
パ
ウ
ロ
の
 挿
 
(78) 78 



第 1 テサロ ニ ケ 四 15 の ス伸 0S ん UP4ooU  @C ついて 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
は
若
干
舌
ロ
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、
す
で
に
み
た
 非
パ
ゥ
 

 
 

 
 

特
徴
的
な
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ぉ
ミ
ョ
め
 

 
 

 
 

か
ら
、
ま
た
さ
ら
に
 パ
 

 
 

 
 

ぅ
 」
一
般
的
な
黙
示
 文
 

 
 

 
 

も
の
と
考
え
た
方
が
よ
 

 
 

 
 

元
来
の
形
に
お
い
て
な
 

 
 

 
 

に
 後
半
は
複
数
一
人
称
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 パ
ウ
ロ
が
討
ち
 
め
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丹
 

 
 

 
 

生
者
に
比
べ
て
遅
れ
 

 
 

 
 

れ
る
。
ま
た
態
で
の
 
R
Q
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へ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
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下
は
、
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R
c
 

も
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揖
臥
に
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君
が
と
も
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為
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つ
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ギ
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ン
と
す
る
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え
方
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丑
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る
 福
音
書
の
箇
所
と
し
て
は
、
主
と
し
て
、
マ
ル
コ
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で
銭
（
平
行
箇
所
 

 
 

 
 

で
 マ
タ
イ
二
五
 6
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（
 
駿
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み
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
 

 
 

 
 

音
書
の
中
か
ら
こ
こ
と
 

 
 

 
 

で
、
こ
こ
に
す
で
に
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と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
 

（
㏄
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1
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巴
き
ゴ
 
。
二
）
」
で
あ
る
 

 
 

 
 

述
 し
た
よ
 う
 に
、
再
臨
 

 
 

 
 

辞
か
ら
予
想
す
る
こ
と
 

（
 
縫
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ト
ゎ
 
こ
そ
が
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の
 
一
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 マ
ル
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几
 1
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さ
れ
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も
の
と
考
え
た
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5
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方
が
よ
い
と
思
 う
 。
 

 
 

 
 

て
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ヒ
目
 
Ⅰ
は
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第
 

 
 

 
 

し
て
、
そ
も
そ
も
 パ
ゥ
 

 
 

 
 

ん
つ
 

け
 
卜
円
テ
 

Ⅰ
こ
こ
 ネ
ヒ
詳
払
祀
 

 
 

 
 

の
彼
の
把
え
方
の
中
に
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口
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
き
 い
り
 

 
 

 
 

パ
ウ
ロ
が
決
し
て
人
間
の
 

 
 

第
 

 
 

 
 

る
 筆
工
コ
リ
ン
ト
セ
 即
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四
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っ
 

 
  

 

こ
こ
で
引
用
す
る
以
前
に
成
立
し
て
い
た
ひ
と
つ
の
 

（
 
蛇
 ）
 

 
 

は
 ね
ち
、
ガ
ラ
テ
ヤ
 一
 Ⅱ
の
、
パ
ウ
ロ
の
福
音
は
 黙

示
文
学
的
な
文
章
 

む
 陣
 Ⅱ
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，
 

漠
 定
立
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，
 も
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さ
 

で
あ
 

で
は
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的
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 の
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 え
 

 
 

 
 

口
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カ
 

 
 

 
 

為
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の
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倉
 

（
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ェ
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い
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単
に
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

尤
 
Ⅰ
 
し
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

も
し
 

 
 

 
 

成
立
 

 
 

 
 

が
主
 よ

う
に
、
 
第
 Ⅱ
 コ
 

ら
れ
る
べ
き
で
あ
 

伝
承
を
受
け
た
 時
 

。
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）
 

羽
口
。
Ⅱ
 
申
 。
 扶
 。
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 へ
ら
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8
 ）
 

わ
れ
て
い
る
こ
と
 

始
者
あ
る
い
は
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サ
ロ
 
ニ
 ケ
四
仏
 以
 

い
う
可
能
性
は
簡
 

さ
き
に
少
し
 ふ
れ
 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
 

っ
 か
も
し
れ
な
い
 

か
ら
パ
ウ
ロ
へ
の
 



 
 

 
 

る
 伝
承
さ
れ
た
イ
エ
ス
 

 
 

 
 

法
文
」
に
遡
る
も
の
で
 

 
 

 
 

排
除
す
る
も
の
で
は
な
 

 
 

 
 

は
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っ
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。
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と
も
 十
 

 
 

 
 

の
時
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。
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う
 。
 

 
 

 
 

 
 

・
 ド
に
 ・
 ト
 ・
鼻
の
が
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

毛
 の
馬
印
・
 し
士
コ
抽
笘
臣
 
Ⅰ
 

 
 

め
｜
 ㏄
 

 
 

新
約
十
個
に
は
全
く
な
い
。
 

 
 

皿
回
し
か
な
い
）
。
 

 
 

p
m
.
 
 

パ
 ・
 セ
づ
 
の
の
の
コ
曲
 

白
ダ
 ～
 ，
 
「
Ⅰ
 
蒋
 ～
～
～
 

o
 タ
 
H
o
 
の
 

 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ
一
一
花
以
下
を
 

引
き
合
い
に
出
す
。
 



@
0
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

（
㏄
）
 目
 ・
 
已
后
ダ
 Q
 も
め
 
0
%
 幸
勒
き
 「
 め
逮
さ
曲
 
Ⅹ
 音
、
の
樽
 
㏄
 

 
 

 
 

ド
ト
 
N
.
 
 

）
 
肚
 Ⅱ
（
木
の
の
（
の
（
）
 

も
 同
じ
こ
と
を
展
開
し
て
い
る
。
 

 
 

琴
 
（
英
訳
）
、
 
老
 e
 毛
ぺ
 0
 キ
ト
 の
の
 
か
 ・
け
む
）
 

 
 

 
 

，
 ～
 
浮
 。
 ぷ
 ：
き
、
 0
 。
 ョ
 ・
 

 
 

 
 

0
 
0
.
 

の
 目
ヨ
目
コ
 

 
 

 
 

以
下
）
は
地
上
の
 

 
 

 
 

）
 ，
 ㌧
・
 
目
い
 
幅
の
 
ロ
コ
 
の
）
 
，
 

 
 

 
 

主
も
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
訳
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

の
の
 
の
 ）
 ，
ヨ
 @
 
Q
 
目
さ
悪
才
心
さ
 

 
 

 
 

に
 代
表
さ
れ
る
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ
 ・
 N
 づ
討
 
内
包
の
・
 
ぢ
 S
.
 

 
 

 
 

お
い
 叫
 ・
 ゼ
へ
 
宙
の
 
0
 ダ
 

 
 

 
 

き
の
 は
 ニ
コ
 
0
 甲
 

 
 

 
 

て
い
る
が
、
前
者
 

 
 

 
 

O
 ダ
 
と
し
て
は
い
 

 
 

は
な
い
の
で
、
そ
の
記
述
は
正
確
で
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

（
 
俺
 ）
 
C
.
 Ⅰ
 e
N
 
、
 Q
 心
印
 
亜
苛
 
ぎ
 下
漱
憶
め
 

「
 め
 遠
さ
 憶
さ
音
 
・
ひ
 い
 
Ⅱ
 

 
 

 
 

れ
は
無
理
で
あ
ろ
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お
い
て
の
み
引
用
す
る
が
、
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

し
れ
と
一
致
す
る
。
 

 
 

叶
き
 
Ⅰ
め
か
目
ま
さ
 

ぬ
め
馬
 

Ⅰ
寸
心
さ
・
 

ト
 
㏄
 
ゆ
 

 
 

 
 

口
を
末
尾
の
文
献
表
に
⑨
 

 
 

 
 

の
の
田
文
コ
 

盤
 二
ト
 

0
%
 

拝
 

 
 

支
持
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

注
 4
 ）
が
言
及
し
 

 
 

 
 

E
 ゴ
コ
 
・
い
 つ
さ
 
木
も
 べ
 

ど
の
 ヤ
 
が
批
判
を
加
え
て
い
る
。
 

 
 

 
 

同
じ
語
り
方
が
あ
 

る
 0
 

）
ル
ヵ
 二
 一
ぬ
参
照
。
 

）
マ
タ
イ
二
四
 8
 
 参
照
。
 

 
 

 
 

Ⅱ
。
 
す
の
コ
 
卍
の
俺
 

鋲
 ・
 ト
申
 
Ⅱ
 

 
 

 
 

リ
ン
ト
一
二
 9
 の
 

 
 

 
 

と
を
 叫
 ・
 
ロ
 ・
 
届
壷
 ・
 

 
 

 
 

張
 し
て
い
る
。
 

 
 

p
.
p
.
O
.
 

㏄
の
め
 

*
 
は
ど
が
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ゆ
印
 
Ⅱ
・
 め棲
申
 

１
拍
㏄
 
べ
 ・
 

 
 

 
 

の
の
 岸
且
 
の
 曲
 。
 コ
し
 の
 ぺ
 

 
 

コ
 
ロ
ロ
 
日
す
 
け
Ⅱ
 
帳
ト
 の
の
の
・
㏄
の
 

1
 。
 ト
収
～
・
 

ロ
 0
 ユ
 ・
 ト
ト
 
Ⅱ
 

 
 

ズ
日
ゴ
ト
 

の
円
仁
 

ま
幅
曲
 
Ⅱ
 
目
卜
の
 
の
の
，
㍼
 
か
 
Ⅱ
 田
 

）
 C
.
 
ト
 u
z
,
 
p
.
p
.
O
.
 
 

㏄
㏄
 
づ
 

）
 し
 ・
Ⅰ
 
む
ア
 
㍉
臼
が
 
ロ
ダ
 0
 ㍉
ぬ
お
 
甲
俺
 
Ⅰ
悪
さ
 
垢
め
史
ぬ
へ
り
 

～
 
む
 芯
も
さ
 
漱
 ・
㏄
㏄
 

（
 
0
 

（
Ⅰ
Ⅰ
 

（
 
り
乙
 

（
 
ミ
リ
 

3
 

（
 
4
5
 

（
 
ア
 
サ
 

（
 
巳
リ
 

（
 
ム
 
リ
 

（
 
4
l
 

（
 
0
0
 

（
 
ノ
丹
 

ハ
 
Ⅰ
 



 
 

 
 

て
 語
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

に
も
注
目
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

C
 す
め
 
「
二
の
襯
（
 

仁
 由
枝
 隼
の
 
「
 

 
 

 
 

0
 コ
 ト
の
 
の
㏄
 
，
 の
の
 
｜
 

 
 

 
 

ぎ
さ
 「
。
～
 

ぬ
む
 
u
n
 
め
 

 
 

 
 

ナ
 （
 
円
 
か
 r
 ～
（
）
一
 

m
.
 
 

旨
 

し
 ヨ
色
～
 

E
s
 

を
も
参
照
。
 

（
㎝
）
 毛
 ・
 審
 a
r
x
s
e
 

口
 ，
。
・
 

p
.
o
.
 

ぴ
ト
 
ー
の
 ひ
 ・
 

 
 

 
 

Ⅰ
中
め
和
も
さ
さ
 

ヰ
馬
 Ⅰ
㏄
 
膝
 攻
め
・
 

 
 

 
 

0
 個
 
下
 ・
の
 
0
 ヰ
主
 

コ
ヲ
 
の
ロ
ロ
 
"
 

 
 

 
 

し
て
は
 

 
 

 
 

・
 毛
 ・
 円
プ
 む
生
口
 
ぬ
 ・
 

 
 

 
 

）
 目
ゆ
 
壊
の
・
 
め
ド
 
の
 曲
 ・
 
，
 

 
 

 
 

が
 ㍉
Ⅹ
の
の
 

目
 と
と
も
 

 
 

 
 

の
 句
を
全
く
無
視
 

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

～
の
用
法
な
ど
か
 

 
 

 
 

な
お
 
目
し
 
・
 ヒ
む
プ
 
Ⅰ
 

日
の
コ
コ
 
@
 
 
の
 ・
 の
 

 
 

て
い
る
が
、
こ
れ
は
支
持
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

と
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

す
る
の
に
対
し
て
、
 し
 

 
 

 
 

3
 
 曲
 0
 ユ
 
㏄
の
め
 
レ
 

ミ
が
 反
対
し
て
い
る
。
 

( ㏄ 0 98 
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to  o  _. 

き照 ぬ 。 日参 P 
認お 
  
  
上 

臼 （ 一 Ⅱ ぃ 「 
掲     拙   

一 ㌧   
      

注 

  23 

  
  

  @ ま句 " - - 口 了 

  正 

  つ む   
  要 

  拍の   
    
O Ⅱ）       

        
の O     
すの     

    かの 75 
    め 0  目 が 荒 日           
        

  口目曲 弁㍉ 献 琳ま 、 Ⅰ ～ 与 も 

日下 の 

      
    c@ で （ 1 七二つり ま っ て 

武 

㏄日の O Ⅱ ヰ 藤、 
    

0 ゴの ㏄   
序 

  
  
訳 

㌧ qo 第   
  

  
ヴロ の 

  
・ ヨ     

  
  

・ Ⅰ ト   湧 はコ 
ノ ． 0 つ 

T   
    

  

づすめ セ ）の さ隠 誤 上 

    掲 
  25 解説 Gno の 

拙   
    

の の オ 
    

  か ㏄ 批   
ミ目 e   Ⅱ 半 

  

/99 Ⅰ 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
申
 

（
㏄
）
 毛
 ・
 パ
ぺ
 
の
日
の
 

r
.
 

：
 p
.
O
.
 
㍼
 め
ひ
由
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

々
が
一
致
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ト
 の
の
 
ダ
ロ
 ・
 パ
 出
お
 

 
 

 
 

の
の
 
0
 ぺ
的
 
～
・
 

下
 り
の
下
目
 

"
 

 
 

 
 

ト
 の
の
 
か
 ・
の
の
 
｜
 Ⅱ
㏄
・
 

力
 ・
㌧
・
 
ン
ミ
 
の
Ⅱ
ま
コ
・
 

Q
 Ⅰ
 へ
 ま
 ぬ
お
 の
 討
 Ⅰ
Ⅰ
 
切
潮
 
，
の
曲
ヨ
 
ヴ
ヱ
 Ⅰ
 帳
 0
 
 
ト
 り
 か
 つ
 

 
 

 
 

さ
め
 Ⅰ
 襯
い
ぬ
 め
の
 
討
 ぎ
ざ
～
 
め
，
 

 
 

 
 

（
臣
 で
 0
 オ
巴
せ
 
つ
ヱ
 
拝
 

 
 

を
言
っ
て
い
る
。
 

（
㏄
）
の
 
援
ミ
 コ
 カ
 リ
ヨ
 ヨ
 ，
 下
 n
g
 

き
め
、
 

m
P
 
 

（
佐
竹
 

訳
 ㏄
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
が
あ
っ
た
と
の
見
解
 

は
 参
考
に
さ
れ
よ
 う
 。
 

 
 

こ
の
 

b
.
 

力
 

は
ず
っ
と
以
前
か
ら
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
再
臨
 
遅
延
に
対
す
る
パ
ウ
ロ
 

 
 

で
あ
る
。
 



比較宗教人間学へ 

  tC  と 
か こ よ が   
ら な 要 介 
の 比 に 回 は 宗田、展も 国 較 あら 

に 教 た 木 
っ 人 な 田 
い 間 比 独 
て 学 校 歩   
拙 い が 川 
稿 う 展 の 

比較 歴 「 べき 閲 さ 

空 方 れ で 
上 回 る る 
の が と る 
宗 司 者 が 
教 能 え   
的 で て こ 
人 あ い れ 
間 る る も 

研 う 。 ま 
突 か ア 。 Ⅰ 

方   先 
渋 さ の 
へ ず 梁 

め そ １ Ⅰ １ 

  
を に 

樗牛 

参   満 
照 比 之 
さ 較 の 
れ 入 比 
た 間 
い 学 
  そ 

紋所 

究 
れ ヰこ 

百日 重 
体 ね 
が コら 

可 れ 
肯目 る 
か   
ど と 

101  ( Ⅰ 01) 

 
 

 
 

、
こ
れ
と
関
連
を
も
っ
他
の
 

 
 

 
 

）
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
こ
 

 
 

 
 

下
の
宗
教
的
人
問
に
 

 
 

 
 

先
立
っ
て
、
宗
教
的
人
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

か
け
て
、
一
部
の
青
 

一
 、
は
じ
め
に
 

松
 

水
上
口
ロ
Ⅱ
 

  
 
 

 
 

け
る
 



に 々 氏 た る い 二 特 る で 

二
 、
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
 

 
 

 
 

 
 

、
こ
れ
ま
た
胸
を
病
ん
で
茅
ケ
崎
の
南
潮
境
 に
 静
養
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
の
が
梁
川
な
ら
 ぱ
 、
「
豊
麗
な
日
を
受
け
た
青
葉
の
 

（
Ⅰ
 

1
 
）
 

 
 

て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
彼
が
訪
れ
た
折
の
 

 
 

 
 

 
 

）
、
そ
の
身
体
的
状
況
、
生
活
経
験
、
出
身
社
会
 階
 

（
 
4
 ）
 

 
 

体
験
に
お
い
て
も
、
表
面
的
に
は
 相
 わ
た
り
 あ
ぅ
と
 

 
 

て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
こ
こ
に
生
前
の
両
者
の
馨
 

 
 

 
 

訪
れ
た
と
き
は
、
ま
だ
 

中
の
独
歩
を
見
舞
っ
て
 

時
は
無
名
の
青
年
で
あ
 

夢
 と
力
と
熱
の
こ
も
っ
 

梁
川
氏
は
秋
に
、
独
歩
 

い
う
よ
う
に
、
両
者
各
 

梁
川
の
寓
居
が
、
背
後
 

病
室
の
窓
に
、
新
緑
が
 

層
な
ど
に
類
似
共
通
す
 

こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
 

咳
に
接
し
、
そ
れ
ぞ
れ
 

ぅ
 こ
と
に
す
る
。
 

 
 

 
 

殆
 ん
ど
同
時
代
の
人
間
㎎
 

  
と さ 
で て 

あ 比 
る 較 と 
し は 
尤 。 Ⅰ   

が 複 
つ 数 
て の 

北 村 
較 象 
所 要 
究 象 
が る 
そ 特 

  
を の 
よ 枠 
り 糸且 

期 み 
待 の 
し 中 
ぅ で 
る 捉 

Ⅰ め に ・ ノ こ 、 
に そ 

  
比 お 
較 け 
射 る 

象 共 
相 通 
互   

0 差 
間 異 

f こ、 の特 

な 質 
ん ，点 
ら る 
か 明 
の ら 
脈 か 
終 に 
が す 
伏 る 

1O2 



 
 

 
 

 
 

 
 

せ
て
信
仰
を
深
め
あ
っ
た
こ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
を
感
じ
て
い
た
」
安
倍
 

し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

（
 
ア
 
サ
）
 

比
 

103  ( Ⅰ U03) 

き
な
い
。
 

 
 

 
 

す
る
こ
と
を
使
命
と
 

 
 

 
 

病
床
を
訪
れ
て
お
り
、
 

鮮
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
独
歩
の
明
る
い
環
境
 

し
か
も
御
厨
が
訪
れ
た
と
き
、
梁
川
は
「
 床
 

（
 
父
リ
 

）
 

を
 語
っ
た
」
と
い
う
。
梁
川
は
過
去
の
追
憶
 や
 

（
 
Ⅰ
）
 

ハ
 

を
 聞
こ
 う
 と
し
た
人
だ
」
と
し
て
い
る
。
 
つ
 ま
 

で
 内
観
の
人
」
と
い
う
印
象
を
抱
か
し
め
た
の
 

（
 
托
 ）
 

思
い
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
 

事
実
、
当
時
の
梁
川
は
、
病
状
が
進
行
し
て
 

く
 気
息
奄
々
た
る
有
様
で
あ
っ
た
。
当
時
の
写
 と

も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

の
上
に
静
坐
し
て
眼
を
半
ば
閉
ぢ
 、
 掌
を
膝
 

自
己
宣
伝
・
世
間
の
噂
話
な
ど
を
語
っ
た
こ
 

り
 、
御
厨
な
し
て
梁
川
は
「
 畢
寛
 、
霊
の
人
 

で
あ
る
。
「
清
く
静
か
に
而
も
尊
い
感
に
打
 

結
核
は
肺
か
ら
 腸
 ・
睾
丸
を
犯
し
、
慢
性
化
 

-
 
真
を
み
る
と
き
、
 御
 風
な
ら
ず
と
も
「
い
た
 し

た
下
痢
・
不
眠
に
苦
し
め
ら
れ
、
ま
さ
し
 

ま
し
い
」
と
い
う
実
感
を
避
け
る
こ
と
が
で
 

の
上
に
重
ね
て
、
微
か
な
声
で
彼
岸
の
光
明
 

と
が
な
く
、
「
ひ
た
す
ら
自
己
内
心
の
羊
一
皿
 

声
 

」
、
「
内
面
の
根
底
に
沈
ん
だ
 
人
 」
、
「
飽
く
ま
 

た
れ
た
と
共
に
、
一
面
淋
し
く
い
た
ま
し
い
 



 
 

 
 

衰
弱
し
て
い
た
。
 し
 

 
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
「
光
を
持
っ
 

 
 

 
 

キ
 し
た
飾
り
気
の
な
 

 
 

聴
く
も
の
の
胸
の
そ
 こ
 ま
で
も
 沿
 み
い
る
よ
う
な
話
 

  

 
 

 
 

た
 御
厨
 に
 「
病
み
衰
え
 

 
 

ん
に
自
ら
の
病
気
や
、
変
化
に
富
ん
だ
過
去
の
こ
と
、
 ま
た
そ
れ
ら
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

え
な
か
っ
た
。
（
 

9
 
ュ
 

）
 

 
 

 
 

と
し
、
梁
川
の
語
る
 

 
 

 
 

川
が
 「
霊
を
肉
に
収
め
 

 
 

 
 

ま
り
「
人
の
人
」
が
 

 
 

 
 

こ
ん
な
に
 グ
ズ
グ
 

 
 

 
 

者
は
「
病
を
解
脱
し
 

 
 

 
 

。
そ
し
て
梁
川
を
「
 静
 

 
 

 
 

る
 我
を
絶
対
に
し
て
、
 

御
厩
 が
 梁
川
を
訪
れ
た
動
機
は
さ
だ
 か
 

グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
る
世
界
に
お
っ
た
に
 

さ
れ
た
宗
教
的
世
界
に
惹
か
れ
、
一
度
そ
 に

 記
さ
れ
て
 

せ
 よ
 、
後
年
 

の
 門
を
叩
こ
 う 、 し Ⅰ 

な
い
。
 し
 

文
学
を
志
 

と
し
た
と
 い す か 

し
 彼
は
、
前
記
安
倍
 

も
の
と
し
て
前
記
 青
 

う
こ
と
で
は
な
か
っ
 

ら
の
や
が
て
漱
石
門
下
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
 
4
 

 
 

牛
 た
ち
と
同
様
に
、
梁
川
を
め
ぐ
っ
て
醸
成
 
工
 

 
 

 
 

た
ろ
う
か
。
 

 
 



比較宗教人間学への 一 視点 

三
 、
両
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
 

（
田
付
）
 

 
 

 
 

こ
と
に
し
て
、
こ
こ
 

（
 
羽
 ）
 

 
 

単
に
ふ
れ
た
い
。
叙
述
は
便
宜
上
、
オ
ル
ポ
ー
ト
の
 
㌧
の
㎏
 
0
 す
 0
l
 
笘
 り
で
す
に
 準
 

挺
 し
て
進
め
る
が
、
必
し
も
そ
の
と
お
り
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

な
る
こ
と
を
自
認
 

 
 

 
 

に
あ
っ
て
は
満
身
「
 覇
 

（
り
り
）
 

口
勺
ハ
に
み
ち
 

た
し
と
舌
ロ
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

家
 ・
倫
理
学
者
、
詩
 

（
 
神
 ）
 

全
き
人
格
の
人
と
な
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
 

 
 

 
 

文
学
 b
 の
編
集
に
従
 

 
 

 
 

あ
っ
た
梁
川
・
独
歩
に
 

 
 

 
 

な
い
。
し
か
し
今
こ
こ
 

 
 

 
 

や
 透
徹
し
た
 秋
 」
を
 、
 

 
 

 
 

よ
う
な
直
観
が
、
い
か
 

 
 

 
 

端
的
に
把
握
す
る
も
の
 

 
 

 
 

接
 相
見
し
た
ひ
と
り
の
 

 
 

象
 づ
け
ら
れ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
で
あ
る
。
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績
 を
と
ど
め
て
い
る
が
、
実
際
的
な
処
世
の
面
で
は
、
 梁
川
に
お
い
て
応
用
機
 

（
 
初
 ）
 

 
 

 
 

傾
 ・
同
が
顕
著
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

か
っ
た
に
せ
よ
、
作
家
 

 
 

 
 

 
 

縦
し
た
」
と
舌
口
わ
れ
た
 

 
 

 
 

活
 で
知
恵
の
生
活
は
乏
 

（
 
お
 ）
 

 
 

 
 

よ
，
ハ
 

@
 
Ⅰ
Ⅰ
。
 

・
 
Ⅴ
 
@
 

 
 

 
 

な
る
情
緒
が
濃
厚
で
 

 
 

 
 

快
感
」
と
し
て
、
不
満
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
あ
っ
て
は
、
し
ば
 

 
 

「
非
生
反
」
と
い
 
い
 「
憂
愁
」
と
い
い
、
 い
 づ
れ
に
も
感
 情
 生
活
の
幅
広
さ
と
 強
 

 
 

 
 

一
は
 、
田
園
に
お
け
る
 

 
 

 
 

と
が
で
き
よ
う
。
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

競
争
意
識
は
強
か
っ
 

 
 

 
 

易
 い
 動
揺
性
と
が
目
立
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

通
す
る
。
そ
の
内
面
 

 
 

 
 

ぃ
惰
 な
り
し
を
悔
ゆ
る
 辛
 

(1 ㏄ ) Ⅰ 06 



 
 

 
 

め
に
汚
が
れ
、
日
々
 之
 

（
 
餌
 ）
 

（
Ⅱ
 

叩
 
）
 

 
 

 
 

か
 」
（
梁
川
）
と
自
己
に
 

（
 
あ
 ）
 

 
 

 
 

自
己
の
客
観
化
、
自
己
 

 
 

 
 

性
と
 、
独
歩
の
外
向
性
 

 
 

 
 

い
 。
こ
れ
に
対
し
後
者
 

 
 

 
 

が
 問
わ
れ
て
い
る
の
に
 

 
 

 
 

行
動
の
あ
り
方
が
問
題
 

と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

こ
ろ
の
独
歩
は
 、
ス
 

 
 

 
 

発
し
、
ま
た
世
俗
的
 趣
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

れ
る
よ
う
な
一
面
を
も
 

 
 

人
々
か
ら
愛
さ
れ
た
ゆ
え
ん
で
も
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

領
域
で
活
躍
し
た
こ
と
も
あ
 

 
 

 
 

た
 共
に
青
年
前
期
、
そ
れ
ぞ
 

 
 

 
 

 
 

の
点
に
つ
い
て
は
更
に
後
述
 

 
 
 
 

 
 

独
歩
が
国
会
問
題
や
日
露
関
係
に
強
 い
 関
心
を
示
し
、
 
そ
れ
が
第
三
者
に
「
新
聞
記
 

（
㏄
）
 

（
 
甜
 ）
 

 
 

 
 

い
た
の
に
対
し
、
梁
川
は
全
 

 
 

 
 

祝
 し
て
い
る
か
の
感
が
あ
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方 ぅ ま の か れ て そ え い 歩 

  
  
  

努 に ミ 辿 素 少 は 的 た 行 く 

力 た ス る 朴 の そ   て 動 識 
を て テ が な 曲 れ 主 て も る 

続 て ィ 、 偏 折 を 我 の 本 徳 
け 個 ッ い 仰 は 可 的 努 貧 富 
る 別 ク づ 時 あ 能 で 力 的 は 

  

の し 人 も 倫 せ と 多 で 守 を 

  
  

歩 い 験 末 代 方 ぃ 的 で 。 物 でま みと ね ば も 、 道的 、や に持 意味 直観 ある しか ｜ 

で 短 す 欲 が 続 で 力 。 し な 

  
  
  

。 成 て 矛 い 帯 刀 
は で 求 ュ さ い 盾 見 に を 

、 は の ュ れ る し さ 新 縦 
こ な 土 テ る   つ と し 横 

っ 共 い 自 

のくにり入破 長 " 展ア 格の 
い 暗 闘 ン 神 信   
水 中 し 的 思 、 仰 か 賑 に 使 
道 摸 た な 慕 は も や は う 

の 索 。 合 の   
緊 の そ 理 時 十     
極 は 独 特 更 時 
点 る 券 状 に の   

  
と 皮 ま 金 目   
上 、 な も 己   
述 加 に る を 
し が あ の 落 

    
・ 理 て ） と 尤 
ソ の は い あ も 
ナ 素 と な る 借 
リ 養 く い の 金   

も 

  

  

中   
。 が 者 共 学 と 

あ の に 者 な   
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瞬 出 然 こ 

  

  

  

十 に し の に な 晴 空 た 回 神 し 治 

  

の と れ 末 ら ご の う 平 し た 現 年 
夜 の 渡 の れ こ 奥 に 一 た 」 す め 
羊 一 
" 種た後 っ牛 たちに一時がとる 」に 湧 食間 " い 。 夏 " 

孤 の 秋 、 三 が て き の ば 第 ぅ 「 従 
灯 驚 生 侍   、 田 翁 か 一 素 見 前 
の 絶 の ご や 何 で も り 回 朴 神 よ 

下駄下ろが で喜に " てもやく上七神と 事 " な床 " な 」り 潜 
筆 の 、 八 十 灯 が 冴 に 月 桃 は 在 
を シ 呵 し 五 ち て え 端 其 体 一 し 
と ， は ぶ 分 任 徐 に 坐 夜 験 種 内 
っ ッ づ り ほ せ ろ 冴 す 半 で の 攻 
て ク れ に ど た に え る の は 神 し 

い に の て で る 全 て の そ な   て 

  

合 梁 

0 州 

  生 め 
観 宗 
約 数 
性 的   政 ん の っ が い る 験 要 

J 亡 Ⅱ - え と 刹 た   た で 求 

の   あ は 
機，， る 
ヰこ       何 家 無 い お の 
カ Ⅰ と 人 類 ぅ は 夜 

アよ @C の 。 ろ は 
  

候 文 身 
け 字 が 

む 四辺 歓喜 「 そ げで 

が る に の あ 寂 
躍 支 

  
中 つ え 充間る漠 た、 がと まま 申 」 ネ 

略 尤 こ " う に と 
が れ して され 意識 言う 単 称 
  て 

はかに言て 、 「 、 
に す 

今 そ 門 超 る 
ま め る 非 す ぇ 心 自 と 

l Ⅰ @ 
0c さ 達 
「 て し 
寂 れ た 
静 れ と 

な わ き 

  
      

と 「 入 し   
初 え で 
夏 が あ 

」きる を き 。 
て 連想 、 
せ 再 
ざ び 
る 御 

風 を の え 
な 印 

い 象 
で に 

あ 思、 
ろ L,r 

う 0 をい 

たす 

尤 よ @ 
ら つ 

ま ｜ 

や 
@@ キ ひ ・・ 

り 

彼 
と 

同 
様 
}C 

梁 



 
 

 
 

て
 眼
前
に
耀
き
た
り
」
 

 
 

 
 

な
る
霊
的
活
物
と
、
は
 

 
 

 
 

回
の
場
合
に
比
較
し
て
 

（
 
蝸
 ）
 

 
 

も
の
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
 

（
 
仰
 ）
 

 
 

 
 

い
て
、
 

「
人
格
神
な
か
 ろ
 べ
か
ら
ず
」
 

 
 

愛
 と
の
感
応
あ
る
べ
し
」
 

 
 

り
 」
 

 
 

 
 

に
体
制
化
さ
れ
て
 ぃ
 

た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

こ
と
。
㈲
発
現
時
の
 

 
 

 
 

（
も
し
く
は
そ
こ
よ
り
 

 
 

 
 

拡
大
・
充
足
感
、
な
 い
 

 
 

耀
感
 に
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

た
は
 エ
ル
ロ
イ
ッ
ヒ
 

 
 

 
 

メ
 、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
、
 

（
㎎
）
 

 
 

光
耀
、
 新
 プ
ラ
ト
ン
派
の
胱
 惚
 」
な
ど
に
対
比
さ
せ
、
 
更
に
 

W
.
 

ジ
ェ
イ
ム
ス
 

（
 
胎
り
 

）
 

 
 

 
 

、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
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し
て
、
世
に
Ⅰ
余
が
 見
 

神
の
実
験
 L
 と
し
て
問
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

「
病
間
録
 L
 と
し
て
 

 
 

 
 

明
治
四
 0
 年
 五
月
一
五
 

日
文
 淵
堂
 り
に
そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

境
野
 黄
洋
 、
高
島
米
峰
、
姉
崎
正
治
、
福
末
文
言
、
 
小
山
 鼎
浦
 、
近
 角
常
 

 
 

 
 

、
松
本
文
三
郎
、
大
内
 

 
 

 
 

の
声
が
起
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ナ
 、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
 

 
 

 
 

に
 帰
せ
し
め
、
宗
教
学
 

 
 

 
 

を
 病
的
妄
想
と
な
す
こ
 

 
 

 
 

体
の
病
的
な
る
こ
と
を
 

 
 

と
も
第
三
者
的
立
場
か
ら
す
る
論
評
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

心
の
要
求
に
た
え
き
 

 
 

を
も
っ
た
人
々
の
存
在
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
あ
り
の
ま
ま
が
 実
 

 
 

 
 

耽
 け
っ
た
こ
と
が
あ
る
 

 
 

 
 

お
い
て
は
小
生
一
字
 一
 Ill (Ill) 



 
 

 
 

記
 学
生
の
グ
ル
ー
プ
 

（
 
坤
 
Ⅲ
）
 

 
 

川
君
 」
と
題
す
る
追
悼
 文
 を
の
せ
た
。
 

す よ @ 得 無 あ と 目 

い ま ら 我 ろ 約 を ま 

 
 

 
 

も
 信
仰
も
理
知
の
 

（
 
耶
 ）
 

 
 

 
 

言
 う
 。
出
は
西
田
 

 
 

 
 

え
な
い
と
こ
ろ
で
 

 
 

 
 

き
ず
、
「
一
瞬
の
 

 
 

 
 

よ
り
何
の
解
決
も
 

 
 

は
 、
梁
川
を
さ
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

、
い
ま
だ
面
識
の
 

 
 

 
 

摯
な
 伝
道
者
で
あ
 

（
 
秘
 ）
 

 
 

に
つ
い
て
は
、
更
に
別
な
機
会
に
ゆ
 づ
 り
た
い
。
 

 
 

 
 

て
 押
型
 に
 専
念
し
て
い
 

 
 

 
 

究
 L
 の
骨
子
と
な
っ
た
 

（
 
駿
 ）
 

 
 

 
 

に
感
 ん
ず
」
と
あ
る
 ょ
 

（
 
駈
 ）
 

 
 

 
 

用
 な
り
」
と
哲
学
も
ま
 

 
 

 
 

、
梁
川
が
死
ぬ
ま
で
そ
 

ひ乾 ) 

何
を
 

ド
イ
 賛

成
致
し
、
全
く
 余
 

ツ
 語
の
教
師
で
あ
っ
 

（
㏄
）
 

 
 

と
書
い
て
い
る
。
当
時
の
西
田
は
旧
 四
 高
の
哲
学
と
 

 
 

正
に
是
自
己
の
思
想
を
練
り
、
徳
を
養
ふ
の
 好
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な
 
一
文
を
送
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

冊
 を
生
右
に
献
じ
 

 
 

 
 

候
 。
小
生
の
作
物
に
 

 
 

 
 

れ
し
も
の
な
し
。
 
蓋
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
霊
の
経
験
と
符
合
 

  

（
 
睡
 ）
 

 
 

次
第
に
御
座
候
（
傍
点
筆
者
）
 

 
 

 
 

と
は
終
生
交
わ
り
、
 

 
 

 
 

り
も
か
な
り
深
く
 、
こ
 

 
 

 
 

、
 中
 桐
を
介
し
て
梁
川
 

確
信
し
、
自
著
の
一
読
を
乞
う
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
 解
す
る
人
物
と
し
て
 

人
の
人
が
ら
は
極
め
 

 
 

 
 

性
 が
確
信
さ
れ
た
と
い
 

ぅ
 こ
と
は
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

1 Ⅰ 3  ( Ⅰ 工 3) 

 
 

 
 

き
、
直
接
相
見
る
こ
と
 

 
 

。
独
歩
も
ま
た
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
 



 
 

 
 

の
 体
験
は
三
回
低
い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
の
時
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

し
て
 先
づ
 咽
頭
に
異
様
 

 
 

 
 

移
し
て
強
い
て
も
這
の
 

 
 

 
 

し
た
の
で
あ
る
。
「
 気
 

（
㎝
）
 

 
 

 
 

か
え
っ
て
安
楽
だ
と
 思
 

 
 

し
か
し
独
歩
は
そ
れ
を
試
み
た
。
 

 
 

 
 

は
 突
然
次
の
よ
う
な
 

体
験
に
襲
わ
れ
た
。
 

 
 

 
 

来
る
人
あ
り
。
そ
れ
 

 
 

 
 

に
 来
り
し
は
吾
が
涙
な
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

ぅ
 。
そ
の
と
き
の
驚
き
 

 
 

 
 

を
 
「
死
の
自
覚
」
と
し
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

問
題
と
し
た
い
の
 

 
 

 
 

に
お
い
て
も
つ
宗
教
的
 

 
 

 
 

え
ら
れ
る
両
者
の
関
係
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る
 。
そ
の
際
、
か
っ
て
彼
が
 

 
 

 
 

年
 九
月
、
自
ら
の
病
状
を
 Ⅰ 15 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
独
歩
自
身
が
最
も
そ
の
 
校
 

る
と
 ロ
述
は
、
そ
の
日
そ
の
 

 
 

(1 Ⅰ 55) 

Ⅰの - 一 規 ， 点  
 

 
 

が
 使
用
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

法
 で
あ
る
こ
と
を
思
え
 

 
 

 
 

語
 上
の
類
似
・
対
応
性
 

 
 

ヒ
が
 出
現
す
る
に
及
ん
で
一
層
明
確
に
な
る
。
 

 
 

 
 

ほ
 つ
き
そ
っ
た
真
山
 

 
 

 
 

と
が
で
き
ず
に
死
後
刷
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

（
 
餌
 ）
 

 
 

 
 

ど
 駄
目
な
り
」
 
（ 傍 
  点 

 
 

 
 

験
は
 、
独
歩
の
個
人
格
 

 
 

 
 

」
と
い
う
「
見
神
」
 な
 

 
 

 
 

は
あ
っ
た
が
、
梁
川
の
 

 
 

 
 

、
宮
崎
克
之
助
、
海
老
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

ざ
る
可
し
し
と
言
っ
 

で
あ
る
。
 



 
 

 
 

九
月
三
五
歳
で
永
眠
 
し
 

 
 

 
 

彼
は
、
「
神
と
偕
に
 楽
 

 
 

 
 

生
き
る
と
い
う
の
で
あ
 

 
 

 
 

問
題
に
目
を
向
け
、
 
折
 

神
の
愛
の
あ
ら
わ
れ
と
も
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。
 

（
 
叩
 ）
 

 
 

以
 
っ
て
彼
の
価
値
観
は
全
く
 

の 文 吾 て る 祖 忌 
病 入 玉 明 
に っ を 誠 治 

る 。 さ のすれ 「 綱 こ て で る ，ら 島 
な て し な 四 あ こ れ 君 
ら 病 て ら 十     で い 年 

い圭艮 て 』 き な 病 
と 動 得 布 川 は に な か 床 

次 お い っ tC   と た 在 
ふ て " 田 ロ " 。 り した て 、 心を く神 神は 一 一 れ 間 

見 手 の 至 年 つ ょ 題   
る 
の   ま ｜ 

は 離 て 来 そ 
" 脱 は 客 の 

死 せ 候 す 年 要 「 
に し は 。 の す 

る   にす 

べ る 

て 
の 

も 
の 

ま ｜ 

み   ま ず 

逝 
け 上述した独歩の特色 パーソナリティであ あ ……云々」と比較し慰めている点を考えるというレトリック上の表現形式は何であれ、 ぱ 
る と   尤 よ @ 石竹いは 日病 
り 
」 

こ 妹 彼 

と 
し Ⅰ 

そ " t@,  録の 脳 
充 の 裡 

死 5 
分 威 に 
に 立 楽 

生 そ に 刀 l 
観 

而 た の     
と し て し は a&. 

  
在は 結 推察 間銭 

な も 信 、 人 
で 

さ L 決 
れ を し   あ う 無 て 
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れ
て
安
定
し
て
い
る
の
に
 
倫
理
と
宗
教
の
二
元
的
対
立
 

対
 1
 
7
 

へ
 

 
 

 
 

れ
ば
 別
に
煩
悶
す
る
を
要
せ
 

罰
 
『
 

（
 
ね
 ）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
と
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 

の 一 - 獲 a, 点  
 

 
 

ろ
は
 、
き
わ
め
て
特
殊
 

な
る
社
会
思
想
家
と
し
て
成
長
し
た
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

斯
く
の
如
き
人
の
永
く
活
き
た
る
た
め
し
無
し
。
 余
も
 亦
 近
く
こ
の
世
 

（
Ⅰ
 

4
7
 

イ
 
）
 

（
 
鴇
 ）
 

 
 

 
 

け
る
な
り
し
と
一
種
の
 

（
 
何
 ）
 

 
 

 
 

て
い
る
。
つ
ま
り
 生
あ
 

 
 

 
 

よ
っ
て
自
然
界
に
散
失
 

 
 

 
 

た
い
。
余
は
か
か
る
 際
 

（
 
乃
 ）
 

 
 

 
 

た
と
い
う
。
 

 
 

 
 

大
な
問
題
を
無
造
作
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

で
な
く
、
「
余
は
余
の
 

 
 

 
 

く
 宗
教
に
冷
淡
で
あ
っ
 

 
 

 
 

 
 

自
身
の
宗
教
を
求
め
よ
 

 
 

 
 

し
ん
だ
。
ま
た
西
田
天
 

（
 
竹
 ）
 

 
 

 
 

生
は
素
よ
り
好
し
。
 
さ
 



註
 

 
 

発
表
。
拙
稿
「
 人
 問
と
宗
教
 ｜
 事
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比較宗教人間学への 一 視点 
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" C h a r i s m a "  and "Irrationality" in Max 
Weber's Sociology of Religion 

Nobuaki SHIRAI 

This thesis is one of the studies of Max Weber's "Sociology of Religion." and 

here has the aim to clarify the meaning and the sociological function of the idea 

of charisma and its irrationality which is regarded as a specific character inherent 

in religious ideas by Weber. 

Weber points out that the source of religious ideas is the idea of an extra- 

ordinary power, that is, charisma. From this idea of charisma comes the idea of 

transcendental entity, and in connection with the idea, there can arise a world of 

religious values which is sharply distinguished from a world of mundane values. 

These religious values, according to Weber, essentially transcend, are opposed to, 

and negate mundane values. This character of religious values is, in a special 

sense, an irrational one inherent in religious ideas. 

Further, Weber notices that this character can have a specific sociological fun- 

ction of overcoming traditionalism. Religious ideas can turn men's eyes from mundane 

values based on their natural habit to a new system of values, and give men a 

moment of having a new mode of life (rationalistic ethos) which is in accordance 

with those religious values. 

A Factor-Analytical Study of 
Religious Consciousness 

Takashi IETSUKA 

Inl-investigating the actual condition of religious consciousness, the first problem 

is which items we should set up as  its contents. In this paper, I present one 

attempt thereto based on factor analysis, and the results i t  produced. 

In an investigation of religious consciousness of youth, made in 1969, the reli- 

gious consciousness of the Japanese was divided into six factors : magical, shintoistic, 



christian, buddhistic, religious life-attitude, and belief in an absolute being. Thirty 

questions for each item were prepared for its measurement. 

From its results, and by practising the factor analysis on the correlative matrix 

among those factors, I have got, as a conclusion, the following 14 factors which 

constitute the religious consciousness: 1. secular benefits 2. divination 3. magic 

4. awe towards nature 5. god, the Creator 6. ancestor worship 7. satori 8. 

prayer 9. immortality of the soul 10. rites 11. real existence of god or buddha 

12. favourable view of belief 13. regard for life 14. consciousness of sin. 

In this paper, I state what are the characteristics of the religious conscioussness 

of Japanese youth at present, laying stress on the process of investigation done by 
means of factor analysis, and concluding with an outline of what has resulted from 

an investigation made in 1970. 

Development in Robert Bellah's 

Theory on Religion 

Masayoshi KOBAYASHI 

In Robert Bellah's essays on religion, the author's individualistic and existen- 

tialistic position, based upon the theory of differentiation, can always be discerned. 

But in recent years, especially since 1969, the tone of his argument seems to have 

changed. The theory of differentiation itself has been reexamined from a wider 

perspective. We can trace back this theoretical development to "Civil Religion in 

America " (1967). 

In this essay, Bellah discusses for the first time the problem of a completely 

modernized country rather than that of countries on the way of modernization. 

Two points are important here. The first one is that he pays attention to the 

communal character of religion rather than to the individualization of values. The 

second and most important point is that he discusses the concrete symbolism of 

civil religion rather than its abstract values. However, Bellah's attention to this 

symbolic structure on the unconscious level seems to contradict with the ethical 

individualism he himself has hitherto emphasized, because by affirming the uncons- 

cious power which controls the conscious activity of the individuai, the basis of 

man's autonomy becomes questionable. Yet, such a conclusion would be premature. 



Both, in fact, complement each other. Conscious, autonomous activity and the world 

of unconscious meaning are not alternatives. What is important is the integration 

of the two. And, according to Bellah, this should be an important subject for 

the study of religion. This theoretical development in Bellah could be considered 

as being part of the very process by which the autonomous individual raises 

multiple realities, hitherto unconscious, to the level of consciousness. 

Thessalonicherbrief 

Tashio AONO 

. In Anbetracht des kurzlich wieder vie1 diskutierten Verhaltnisses zwischen 

Jesus und Paulus werden hier einige Probleme des logos kuriou in 1. Thessaloni- 

cherbrief 4,15 er6rtert. Nach vokabelstatistischen Beobachtungen und durch ein 

formales Kriterium wird zuerst so argumentiert, daI3 Paulus hier ein vorpaulinisches 

Traditionsstiick behandelt, und daI3 nur v. 16 f. (abgesehen von v. 17 fin.) fur logos 

kuriou zu halten sind. Deswegen werden einige der hier gefundenen unpaulinischen 

Vokabeln, die die Situation hinter dieser Stelle erklaren werden, den Thessalonichern 

zugeschrieben. Dann wird die paulinische Interpolation untersucht, die nicht nur 

von seinem eigenen eschatologischen Denken her eingeschoben ist, sondern auch 

durch die Situation in Thessalonich bedingt ist, und das mit proton und epeita 

ausgedruckte zeitliche BewuBtsein, usw. werden als Einschiibe Paulus zugeschrieben. 

Dann wird behauptet, daI3 das in solcher Weise herausgestellte logos kuriou weder 

als ein Wort des irdischen Jesus noch als eine Paulus direkt zuteil gewordene 

Offenbarung hier von Paulus zitiert ist, sondern daI3 es seinem Traditions- und 

Offenbarungsverstandnis nach einem Prophetenspruch im Urchristentum zuzuschrei- 

ben ist, wobei die MBglichkeit, dalj Paulus dieses logos fur Herrenwort halten 

konnte, nicht ausgeschlossen wird. 

In bezug auf die Untersuchung der Situation in Thessalonich, in die dieses 

logos kuriou hineingeworfen war, wird dann die ~ u s s e r u n g  abgelehnt, Paulus habe 

in seiner vorigen Verkiindigung in Thessalonich uberhaupt nichts uber die Aufer- 

stehung der Toten gepredigt. Es wird vielmehr behauptet, daI3 es dort um die 

Trauer geht, daI3 die Verstorbene vor der Parusie irgendwelchen Nachteil haben 

wiirden, und nicht um die Trauer, dass sie an der Auferstehung nicht teilnehmen 



ktinnten. In Anbetracht dieser Situation in Thessalonich wird schlieBlich der Sitz 

im Leben dieses logos kuriou untersucht und argumentiert, daB es, trotz seiner 

palastinisch-apokalyptischen Vokabeln, aus dem hellenistisch-heidenchristlichen Ge- 

biet entstanden ist. 

A Point of View of the Comparative 

Study of Religious Persons 

-Ryiisen's Kenshin and Doppo's Kenshi- 

Kbichi MATSUMOTO 

The purpose of this paper is to clarify the meaning and function of religion 

through the comparative study of some religious persons. The writer provided 

some monographs of religious persons as materials for the comparison. 

Tsunajima Rybsen (1873- 1907) and Kunikida Doppo (1871-1908) are the 

subjects of comparative study here. Especially, we can set Doppo's experience of 

Kenshi (Seeing-Death) against RyBsen's Kenshin (Beatific Vision). Both experi- 

ences which happened as the result of their life-history, are highly individual and 

unique. Nevertheless, we can point out a religious corresponding relation between the 

two persons. Doppo was clearly conscious of RyBsen's experience " Kenshin ", before 

his experience " Kenshi ". From this point and his distinctive personality, it may 

be said that Doppo's experience was a sort of religious adaptation, stimulated by 

RyBsen. While Death is merely a step to the beyondness for Doppo, even serious 

illness which goes to death is the grace of God for Rybsen. In spite of this diffe- 

rence in their religious maturity, they all seemed to have settled their ultimate 

problems facing death. This process will be stated in the text. 




